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1 大阪市立大学法科大学院の現況及び特徴

1 現況

(1)法科大学院(研究科・専攻)

大阪市立大学大学院法学研究科

法曹養成専攻

(2)所在地

大阪府大阪市

(3)学生数及び教員数

(平成 22年 5月 1日現在)

学生数:162人

教員数:15人(うち実務家教員 3人)

2 特徴

法曹養成のための専門職大学院である大阪市立大

学法科大学院(以下，本法科大学院という。)は，平

成 16年 4月，大学院法学研究科の「法曹養成専攻J

として設置された。

前年の平成 15年は，大阪市立大学法学部が，創立

50周年を迎えた節目の年であった。本法科大学院の

，母体とも言える大阪市立大学法学部及び大学院法学

研究科には，現在，法学及び政治学の幅広い分野に

わたって総勢 41人の教員が在籍し，創立以来の自由

と民主主義の学風のもとで教育と研究に日々努力し

ている。また，半世紀という歳月のなかで，多くの

優れた研究者を輩出し学界に多大な貢献を行うとと

もに，約 9千人にのぼる有為の卒業生を社会のさま

ざまな分野に送り出してきた。本法科大学院は，こ

のような半世紀にわたる伝統と成果を基礎として，

法学部及び法学研究科の全体の支援を受けながら設

置・運営されるものである。

本法科大学院は.r都市で学ぶ，都市から学ぶ法科

ら3つの法的問題領域を念頭に置き，それぞれに対

応した高度の専門性を備えた法曹の養成を行ってい

る。また，大阪で法実務を行っている実務家を教員

として迎え，大都市で発生する様々な紛争事例を生

きた教材として扱うことにより，先端的な法的問題

に対応する能力の酒養を図っている。

とりわけ，文部科学省の平成 16年度法科大学院等

専門職大学院形成支援プログラムとして採択され現

在も継続している本法科大学院の「中小企業法臨床

教育システムj は，以上のような教育目擦を具体的

に実践するものである。本システムは.r大阪市立大

学中小企業支援法律センヂーJにおける無料法律相

談の実施を教育カロキュラムに取り入れ，大阪市域

及びその周辺に集中的に立地する中小企業が抱える

様々な法的=ーズに総合的に対応できる法曹の養成

を目指している。本法科大学院の学生は，中小企業

に関連した法実務の現場で何が行われているのかを

理解し，その法案務の現場において， 法の素人にも

理解可能なかたちで的確な法的アドバイスを与える

ことができるだけの知識と技能を身につける絶好の

機会を提供されている。

また，現行法についての知識のみならず，現行法

を相対化し，批判的に検討することのできる能力を l

高めるため，基礎法科目や外国法科目を充実させ，

その履修を学生に推奨じている。これにより，現行

法についての十分な知識とそれを適切に活用するこ

とのできる能力のみならず，現行法を固定的で万能

なものと見ることなく法の発展に寄与することので

きる「善き法律家」を育てることを目指している。

大学院~市民のための法曹養成を目指してJという さらに，エタスヂーンシップを正規の授業科目とし

キャッチ・フレーズを掲げて創設された。それは， て取り入れ，学生が市民の日常生活の中で生じる生

大阪市の市域に設置される唯一の法科大学院として， ーの紛争と紛争当事者にじかに接する機会を提供して

大都市であるがゆえに発生する様々な法的問題に即

応できる高度な法的能力を備えた，真のプロフェッ

ションとしての法曹を養成することを目標とすると

いう趣旨である。大都市において発生する法的問題

は，大都市を主たる活動拠点とする企業の経済活動

にかかわる問題，様々な社会的弱者を含む，大都市

に住まう市民の日常生活にかかわる問題，そして，

大都市が経済及び社会のグローパノレ化の最先端に位

置することに伴う国際的な問題に大別される。本法

科大学院は，上記に掲げるような目標の下に，これ
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いる。これにより，善もなせば悪もなす人聞という

存在への深い関心と愛着をもちつつ，社会正義の実

現にコミッ卜することができる「市民のためのJr善

き隣人」としての「善き法律家Jを育てることを目

指している。



2 目的

1 教育上の理念及び目的

本法科大学院は，大都市大阪市の市域に設置される唯一の法科大学院として，大都市である

がゆえに発生する様々な法的問題に即応できる高度な法的能力を備えた，真のプロフェッショ

ンとしての法曹の養成を目指す。真のプロフェッションと呼びうるためには，まず第 1に，新

たな法的問題に果敢にチャレンジする精神と，法曹実務の世界においてリーダーシップを発揮

し，法実務の発展を担っていこうとする意欲とを有していなければならない。第 2に，実定法

の技術的な解釈に終始することなく，基礎法科目や外国法科目，隣接科目，展開・先端科目な

どについ七の深い学識に基づいて，現にある法を相対化し，批判的に検討することのできる高

度の能力を備えていなければならない。そして第 3に，人間という存在への深い関心と紛争当

事者の苦悩を真撃に受け止めることのできる豊かな人間性を備え，そのうえで，法曹としての

社会的責任を十分に自覚し，公益的業務に積極的に取り組む意欲を有していなければならない。

本法科大学院は，大都市という環境の中で，こうした意味での真のプロプエツションとしての

法曹の養成を目指す。

z 養成しようとする法曹像

大都市において発生する法的問題は，大都市を主たる活動拠点とする企業の経済活動にかか

わる問題，様々な社会的弱者を含む，大都市に住まう市民の日常生活にかかわる問題，そして，

大都市が経済及び社会のグローパル化の最先端に位置することに伴う国際的な問題に大別され

る。本法科大学院は，上記の理念及び目的を踏まえたうえで，これら 3つの法的問題領域を念

頭に置き，以下のような 3つのタイプの高度の専門性を備えた法曹の養成を目指す。

第 lは，複雑化しかっ多面化する企業の法的=ーズに十全に応えるとともに，その企業活動

が法の枠を超えることのないような的確なアドパイスを提供することのできる，取引法，財産

法，金融法，民事手続法，経済法，知的財産法等の諸分野についての深い造詣を有する法曹で

ある。第 2は，日本国憲法の人権擁護の精神を十分に内面化したうえで，市民の日常生活に深

くかかわる取引法，財産法，金融法，家族法，民事手続法，刑事法，労働法等の諸分野に精通

し，なおかつ，社会的弱者への深い理解と共感をもって，頼りがいのある法的アドバイザーと

して依頼者に接するとともに，民事法律扶助事件，国選弁護事件，消費者被害の救済，外国人

労働者の権利保護等の様々な分野で，公益的活動に積極的に取り組む法曹である。第 3は，経

済及び社会のグローバノレ化の進展に伴って多発している国際取引にかかわる紛争や外国人を当

事者とする紛争に的確に対応することのできる，国際取引法，国際私法，国際人権法，外国法

などについての深い造詣を有する法曹である。

s 教育陳程編成の考え方

上記の理念及び目的を踏まえて，以下のような考え方に基づいて教育課程を編成する。まず，

法律基本科目に属するほとんどの科目を必修科目とし，全ての法曹に不可欠な法的知識と考え

方を全ての学生に確実に身に付けさせ，加えて，展開・先端科目に属する多数かつ多様な科目

を選択必修とし，現代社会に発生する新たな法的問題に適切に対応する専門的能力を高めるた

めの教育を行う。また，現行法についての十分な知識のみならず，現行法を相対化1..-，批判的

に検討することのできる能力を高めるため，基礎法科目や外国法科目を充実させ，かっ，その

履修を学生に推奨する。これにより，現行法iこついての十分な知識とそれを適切に活用するこ

とのできる能力のみ怠らず，現行法を固定的で万能なものと見ることなく，法の発展に寄与す

ることのできる「善き法律家Jを育てることができる。加えて，エタスターンシップ等の法律

実務基礎科目により，学生が市民の日常生活の中で生じる生の紛争と紛争当事者にじかに接す

る機会を提供する。これにより，普もなせば悪もなす人間という存在への深い関心と愛着をも

ちつつ，社会正義の実現にコミットすでることができる「市民のための Jr善き隣人Jとしての「普

き法律家Jを育てることができ右。
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各法科大学院の入学者選抜実施状況等

資料6-2(資料4-21::岡山

中央教育審援会大学分科会

法科大学院特別委員会

〈第49固)H24.6.14

平成24年6月13日現在
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入学者に対する割合
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他大学との比較
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【主な勧告事項4】法科大学院の入学定員の更なる削減、他校との統廃合の検討

【制度の概要】 l 、
O 文部科学省は、法科大学院の入学者の質の確保を図るため、平成21年度から、入学定員の削減を含む組織の見直し等について、各法科大学院に対し

取り組むよう求めている。中教審においても、 2年連続して定員充足率80%未満校について問題視 (この結果、入学定員の総計は、 5，825人(平成19年度)から

4，571人 (23年度)にまで削減)

【評価結果】 11-資料④~⑥

O 文部科学省は、法科大学院に対し、定員充足率の向上を求めているが、 80%未満の法科大学院は増加(平成22年度37校→23年度41校) 【評価書P.155】

O 定員充足率、入学者数、司法試験合格率からみて、更なる入学定員の削減が必要な法科大学院あり

平成23年度に定員充足率が20%未満の例あり (5校)、これらは司法試験の合格率も低い(平均合格率8.1%) [評価書P.160]
平成23年度の入学者がー桁の例あり (11校)、これらは司法試験の合格率も低い(平均合格率7.6%) 【評価書P.161] 

O 法曹養成制度改革では、非法学部出身者及び社会人等の多様な人材を受け入れることとしているが、入学定員に未修者コース(注)と既修者コースが

ある30法科大学院の定員削減率は、未修者コースの方が既修者コースよりも大きく、制度改革の理念に反することがないよう注意することが必要

平成21年度から23年度の聞に、 【評価書P.165]
未修者コースの定員:1，423人→1，050人(削減率26.2%)、既修者コースの定員:2，007人→1，795人(削減率10.6%)

(注)未修者コースとは、法科大学院における既修者認定試験(法科大学院において必要とされる法律学の基礎的な学識を有しているかを認定する試験)を受験しない又は

不合格となった者が学ぶ課程をいい、平成23年度で、非法学部出身者の72.錦、社会人の61.4%が未修者コースに入学しており、これらの受け皿。

【勧告内容】 l 喝事レ

O 法科大学院における教育の質を確保する観点から、定員充足率が向上しない法科大学院に対し、実入学者数に見合った更なる入学定

員の削減を求めること。(文部科学省)

O その際、定員規模が小さい法科大学院については、実入学者数に見合った定員削減が困難なものが生ずるとみられるが、法科大学院

の撤退によって在籍学生の教育に支障が生じないよう、法曹養成制度の理念、地域バランス等も勘案しながら、他の法科大学院との統

廃合についても検討しておくこと。(文部科学省)

O また、法曹養成制度改革の理念を維持する観点から、各法科大学院に対し、入学定員の削減に当たっては未修者の確保に配慮するよ

う促すこと。(文部科学省)
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